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３－（１） 雨水の核種分析測定結果 

 
１ 採取場所 松山市（生活保健ビル屋上） 
２ 測定方法 「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法」科学技術庁編（５４年改訂）に準

ずる。 
「放射性ヨウ素分析法」科学技術庁編（５４年改訂）に準ずる。 

３ 測定機器 ゲルマニウム半導体検出器（Ge） 
         NaI（Tl）シンチレーション検出器（NaI） 
４ 採取期間 ９時から翌日９時まで 
５ 着目核種 ヨウ素‐131、セシウム‐137 及びコバルト‐60 
６ 測定結果 次表のとおり 

 （単位：pCi/ℓ） 

測定月日 試料採取日 
測定

機器

放 射 能 濃 度 
I-131 Cs-137 Co-60 

５月 ４日 5／1～5／4 NaI 検出されず 検出されず 検出されず 
５月 ４日 ３～４ NaI 検出されず 〃 〃 
５月 ５日 ４～５ Ge ６８０ 〃 〃 
５月 ６日 ５～６ Ge 検出されず 〃 〃 
５月 ７日 ６～７ Ge ３５０ 〃 〃 
５月１２日 １１～１２ Ge ５５０ ２２０ 〃 
５月１４日 １３～１４ Ge 検出されず 検出されず 〃 
５月１５日 １４～１５ Ge 〃 〃 〃 
５月２０日 １９～２０ Ge 〃 〃 〃 
５月３０日 ２９～３０ Ge 〃 〃 〃 
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３－（２） 大気浮遊じんの核種分析測定結果 

 
１ 採取場所 松山市（生活保健ビル屋上） 
２ 測定方法 「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法」科学技術庁編（５４年改訂）に準

ずる。 
３ 測定機器 ゲルマニウム半導体検出器 
４ 採取期間 ９時から翌日９時まで 
５ 着目核種 ヨウ素‐131、セシウム‐137 及びコバルト‐60 
６ 測定結果 次表のとおり 

（単位：pCi/㎥） 

測定月日 試料採取日 放 射 能 濃 度 
I-131 Cs-137 Co-60 

５月 ４日 ５／３～５／４ 検出されず 検出されず 検出されず 
５月 ５日 ４～５ １．２ ０．３８ 〃 
５月 ６日 ５～６ ２．０ ０．８３ 〃 
５月 ７日 ６～７ ０．８１ ０．２６ 〃 
５月 ８日 ７～８ １．９ ０．５７ 〃 
５月 ９日 ８～９ ４．１ １．０ 〃 
５月１０日 ９～１０ ２．９ ０．９３ 〃 
５月１１日 １０～１１ ０．９１ ０．４４ 〃 
５月１２日 １１～１２ ０．５６ ０．２５ 〃 
５月１３日 １２～１３ ０．６１ ０．２５ 〃 
５月１４日 １３～１４ ０．５１ ０．１８ 〃 
５月１５日 １４～１５ ０．２８ ０．０７６ 〃 
５月１６日 １５～１６ ０．３８ ０．０９７ 〃 
５月１７日 １６～１７ ０．１３ ０．０３０ 〃 
５月１８日 １７～１８ ０．５０ ０．１０ 〃 
５月１９日 １８～１９ ０．３９ ０．１４ 〃 
５月２０日 １９～２０ ０．１６ ０．０５１ 〃 
５月２１日 ２０～２１ ０．０４９ ０．０３７ 〃 
５月２２日 ２１～２２ ０．１２ ０．０９６ 〃 
５月２３日 ２２～２３ ０．１３ ０．０９８ 〃 
５月２６日 ２５～２６ ０．１１ ０．０８９ 〃 
５月２８日 ２７～２８ ０．０９１ ０．０７８ 〃 
５月３０日 ２９～３０ ０．０１４ 検出されず 〃 
６月 ２日 ６／１～６／２ ０．０３８ 〃 〃 
６月 ４日 ３～４ ０．０２０ 〃 〃 
６月 ６日 ５～６ 検出されず 〃 〃 

 (参考) 過去の測定値： 
        I-131    「検出されず」～０．００１９pCi/㎥ 
        Cs-137   「検出されず」～０．００５３pCi/㎥ 
        Co-60     「検出されず」 
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３－（３） 水道水中の核種分析測定結果 

 
１ 採取場所  松山市内の住宅及び公害技術センター 
２ 測定方法 「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法」科学技術庁編（５４年改訂）に準

ずる。 
｢放射性ヨウ素分析法｣科学技術庁編(54 年改訂)に準ずる。 

３ 測定機器 ゲルマニウム半導体検出器（Ge） 
         NaI（Tl）シンチレーション検出器（NaI） 
４ 着目核種 ヨウ素‐131、セシウム‐137 及びコバルト‐60 
５ 測定結果 次表のとおり 

(単位：pCi/ℓ) 

測定月日 試料採取時刻 
測定 
機器 

放 射 能 濃 度 
I-131 Cs-137 Co-60 

５月 ４日 7：15(住) NaI 検出されず 検出されず 検出されず 
５月 ４日 11：00(公) NaI 〃 〃 〃 
５月 ５日 7：40(住) NaI 〃 〃 〃 
５月 ６日 7：30(〃) NaI 〃 〃 〃 

Ge 〃 〃 〃 
５月 ７日 7：35(〃) Ge 〃 〃 〃 
５月 8 日 7：40(〃) Ge 〃 〃 〃 
５月 ９日 7：55(〃) Ge 〃 〃 〃 
５月１０日 8：10(〃) Ge 〃 〃 〃 
５月１１日 7：30(〃) Ge 〃 〃 〃 
５月１２日 7：30(〃) Ge 〃 〃 〃 

５月１３日 7：40(〃) Ge 〃 〃 〃 
５月１４日 7：35(住) Ge 〃 〃 〃 
５月１５日 7：10(〃) Ge 〃 〃 〃 
５月１６日 7：40(〃) Ge 〃 〃 〃 
５月１７日 7：30(〃) Ge 〃 〃 〃 
５月１９日 7：10(〃) Ge 〃 〃 〃 
５月２０日 7：40(〃) Ge 〃 〃 〃 
５月２１日 7：50(〃) Ge 〃 〃 〃 
５月２２日 7：20(〃) Ge 〃 〃 〃 
５月２３日 7：20(〃) Ge 〃 〃 〃 
５月２６日 7：35(〃) Ge 〃 〃 〃 
５月２８日 7：55(〃) Ge 〃 〃 〃 
５月３０日 7：35(〃) Ge 〃 〃 〃 
６月２日 7：45(〃) Ge 〃 〃 〃 
６月４日 7：15(〃) Ge 〃 〃 〃 
６月６日 7：25(〃) Ge 〃 〃 〃 
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３－（４） 市販牛乳の核種分析測定結果 
 
１ 採取場所 松山市内のマーケット 
２ 測定方法 「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法」科学技術庁編（５４年改訂）に準

ずる。 
「放射性ヨウ素分析法」科学技術庁編(54 年改訂)に準ずる。 

３ 測定機器 ゲルマニウム半導体検出器（Ge） 
         NaI（Tl）シンチレーション検出器（NaI） 
４ 着目核種 ヨウ素‐131、セシウム‐137 及びコバルト‐60 
５ 測定結果 次表のとおり 

(単位：pCi/ℓ) 

測定月日 製造年月日(銘柄) 測定
機器 

放射能濃度 
I-131 Cs-137 Co-60

５月 ４日 5/3(大) NaI 検出されず 検出されず 検出されず
５月 ５日 5/4(ら) NaI 〃 〃 〃

５月 ６日 5/5(ひ) 
NaI 〃 〃 〃 
Ge 〃 〃 〃 

５月 ７日 5/6(明) Ge 〃 〃 〃
５月 8 日 5/7(大) Ge 〃 〃 〃
５月 ９日 5/8(ら) Ge 〃 〃 〃
５月１０日 5/9(ひ) Ge 〃 〃 〃
５月１１日 5/10(明) Ge 〃 〃 〃
５月１２日 5/11(大) Ge 〃 〃 〃
５月１３日 5/12(ら) Ge 〃 〃 〃

５月１４日 5/13(ひ) Ge 〃 〃 〃
５月１５日 5/14(明) Ge 〃 〃 〃
５月１６日 5/15(大) Ge 〃 〃 〃
５月１７日 5/16(ら) Ge 〃 〃 〃
５月１９日 5/18(明) Ge 〃 〃 〃
５月２０日 5/19(大) Ge 〃 〃 〃
５月２１日 5/20(ら) Ge 〃 〃 〃
５月２２日 5/21(ひ) Ge 〃 〃 〃
５月２３日 5/22(明) Ge 〃 〃 〃
５月２６日 5/25(ら) Ge 〃 〃 〃
５月２８日 5/27(大) Ge 〃 〃 〃
５月３０日 5/29(ひ) Ge 〃 〃 〃

６月 ２日 6/1(明) Ge 〃 〃 〃 
６月 ４日 6/3(大) Ge 〃 〃 〃 
６月 ６日 6/5(ら) Ge 〃 〃 〃

 
※ 表中(銘柄)の「大、ら、ひ、明」の略記は、次のとおり。 

記号 銘 柄 製 造 者 名
（大） 大亀牛乳 大亀牛乳有限会社      松山市久万ノ台１０５４ 
（ら） らくれん牛乳 四国乳業（株）松山工場   愛媛県温泉郡重信町志津川８３４ 
（ひ） ひまわり牛乳 ひまわり乳業（株）松山工場 松山市森松町１１７４－１ 
（明） 明治牛乳 愛媛明治牛乳株式会社   松山市萱町６－６５－１ 

 

41



参考資料 / 愛媛県原子力センター所報 1 (2012) 31-55 

 

 
３－（５） その他試料の核種分析測定結果 

 
※別途公害課から指示のあった次の試料の測定 
 
１ 試料名等 
 a 井戸水（松山市内の住宅で、5 月 4 日採取） 
 b 陸 水（上林水源地で、5 月 4 日採取） 
 c 陸 水（上林小学校で、5 月 4 日採取） 
 d 陸 水（石手川（猿渡橋）で、5 月 4 日採取） 
 e 水（石手川（黒田橋）で、5 月 4 日採取） 
 f ほんだわら（松山市高浜海岸で、5 月 23 日採取） 
 
２ 測定方法 「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法」科学技術庁編（５４年改訂）に準

ずる。 
「放射性ヨウ素分析法」科学技術庁編(54 年改訂)に準ずる。 

３ 測定機器 ゲルマニウム半導体検出器（Ge） 
         NaI（Tl）シンチレーション検出器（NaI） 
４ 着目核種 ヨウ素‐131、セシウム‐137 及びコバルト‐60 
５ 測定結果 次表のとおり 
 

測定試料 測定月日 
測定 
機器 

放 射 能 濃 度 
I-131 Cs-137 Co-60 

a ５月４日 NaI 検出されず 検出されず 検出されず 
b ５月４日 NaI 〃 〃 〃 
c ５月４日 NaI 〃 〃 〃 
d ５月４日 NaI 〃 〃 〃 
e ５月４日 NaI 〃 〃 〃 
f ５月２３日 Ge 〃 〃 〃 
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４－（１） 放射性降下物の全ベータ放射能測定フロー 

 
 
・採取場所：公害技術センター屋上 
・採取時間：24 時間(9 時から翌日 9 時) 
・採取面積：314 ㎠ 
 
 
①雨水を図る 
②少量の純水で洗いこむ 
③硝酸を数滴、滴下する 
 
・採取全量を磁製皿で蒸発させ、少量にしてから 1 インチの測

定試料皿に移し、赤外線ランプで乾固。 
 
 
・測定機器：低バックグラウンド放射能自動測定装置 
・印加電圧：１１６０V 
・測定時間：30 分（試料測定前にＢＧを測定） 
・計数効率：３１．６％（U₃O₈） 
・測定時刻：13 時スタート 
 
 
 
 

 
採  取 

 
計  量 

 
蒸発乾固 

 
測  定 

 
解  析 

43



参考資料 / 愛媛県原子力センター所報 1 (2012) 31-55 

 

 
４－（２） 大気浮遊じんの全ベータ放射能測定フロー 

 
 
・採取場所：公害技術センター屋上 
・採取時間：24 時間(9 時から翌日 9 時) 
・採取機器：ハイボリウムエアサンプラ 
（採取前） ①カウンタを０にする 
 ②ろ紙 (東洋 GB100-R) をセット 
 ③9 時に電源 ON 
 
（採取後） ①9 時に電源 OFF 

 ②吸引量を記録する 
 ③ろ紙をナイロン袋に保存 

 
①１㌅のポンチでろ紙を打ち抜く 
②１㌅の測定試料皿に入れる 
 
※残りのろ紙は、核種分析に用いる。 
 
 
・測定機器：低バックグラウンド放射能自動測定装置 
・印加電圧：１１６０V 
・測定時間：30 分(試料測定前に BG を測定) 
・計数効率：３１．６％（U₃O₈） 
・測定時刻：14 時スタート 
 
 
 
 

 
採  取 

 
試料調製 

 
測  定 

 
解  析 
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４－（３） 大気浮遊じんの核種分析測定フロー 

 
 
・採取場所：公害技術センター屋上 
・採取時間：24 時間(9 時から翌日 9 時) 
・採取機器：ハイボリウムエアサンプラ 
（採取前） ①カウンタを０にする 
 ②ろ紙 (東洋 GB100-R) をセット 
 ③9 時に電源 ON 
 
（採取後） ①9 時に電源 OFF 
 ②吸引量を記録する 
 ③ろ紙をナイロン袋に保存 
 
 
※全ベータ放射能を測定する場合、ここで分取 
①２㌅のポンチでろ紙を打ち抜く 
②U－８容器に入れる 
 
 
・測定機器：ゲルマニウム半導体検出器 
・測定時間：10,000 秒又は 3,600 秒 
 
 
 
 
 

 
採  取 

 
試料調製 

 
測  定 

 
解  析 
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４－（４） 雨水の核種分析測定フロー 

 
 
・採取場所：公害技術センター屋上 
・採取時間：24 時間(9 時から翌日 9 時) 
・採取器：大型水盤(5,000 ㎠) 
 ホーロータンク(1,590 ㎠) 
 ガラスロート(346 ㎠) 

（上記採取器で採取した量に応じて、測定試料を調整） 
 
メスシリンダーで計量（参考値） 
 
 
 
Ｇｅの場合  容器∅＝５．０８㎝ ｈ＝６．６㎝ 

分取量  約９０mℓ 
NaI の場合 容器 マリネリビーカ 

分取量 １．７ℓ 
 
重 量 
容 量 
高 さ（Ｇｅのみ） 
 
 
Ｇｅの場合 測定時間：10,000 秒又は 3,600 秒 
NaI の場合 測定時間：3,000 秒 
 
 
 
 
 

 
採  取 

 
計  量 

 

測定用容器に分取 

 
測  定 

 
解  析 

 
測定試料の秤量 
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４－（５） 上水道水の核種分析測定フロー 

 
 
・採取場所：松山市内の住宅 
・採取時刻：7 時 30 分ごろ 
 
 
Ｇｅの場合  容器∅＝５．０８㎝ ｈ＝６．６㎝ 

分取量  約９０mℓ 
NaI の場合 容器 マリネリビーカ 

分取量 １．７ℓ 
 
 
重 量 
容 量 
高 さ（Ｇｅのみ） 
 
 
Ｇｅの場合 測定時間：10,000 秒又は 3,600 秒 
NaI の場合 測定時間：3000 秒 
 
 
 
 
 
 
 

 
採  取 

 

測定用容器に分取 

 
測  定 

 
解  析 

 
測定試料の秤量 
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４－（６） 市販牛乳の核種分析測定フロー 

 
 
・採取場所：松山市内のマーケット 
・採取時刻：１０時ごろ 
 
 
Ｇｅの場合  容器∅＝５．０８㎝ ｈ＝６．６㎝ 

分取量  約９０mℓ 
NaI の場合 容器 マリネリビーカ 

分取量 １．７ℓ 
 
 
重 量 
容 量 
高 さ（Ge のみ） 
 
 
Ge の場合 測定時間：10,000 秒又は 3,600 秒 
NaI の場合 測定時間：3,000 秒 
 
 
 
 
 
 

 
採  取 

 

測定用容器に分取 

 
測  定 

 
解  析 

 
測定試料の秤量 
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